











































































































































From natural medicine to modem drug副scovery
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第2固打he2nd International Symposium on Cancer 
and Can偶 rStem Cells Research in To'開 maJ
篇1固『キックオフ・シンポジヲム』
平成23年3月11日(金)、本事業を紹介し、本学に周知するため、
第l回拠点シンポジウム(キックオフ)を開催しました。 平成24年2月28日(火)、圏内外のがんとがん幹細胞研究における著名な研
究者の学術的な講演とテニュアトラック教員の研究の進捗発表を行いました。
第1回研究目標・成果発表会
第2回研究目標・成果発表会
第1同研究進捗報告会
第2回研究進捗報告会
第3回研究進捗報告会(五福/杉谷)
第4回研究進捗報告会(五福/杉谷)
第5回研究進捗報告会
第6回研究進捗報告会(五福/杉谷)
6月30日
7月22日
9月16日
10月14日
11月16・22日
12月16・22日
1月23日
2月16.17日
平成23年
定例的にテニュアトラック教員と博士研究員が発表する研究進捗報告
会を開催し、本学教員も交えて、成果の状況を検討しています。
平成24年
|舗|集|後|田|
寓山大学先錨ライアサイエンス縄点は、本学の提案「宮山発先端ライフサイエンス若手育成槌点」が平成22年度「科学技術振興調整費若手研
究者の自立的研究環境整備促進事業」に採択されたことを受けて設置されました。
現在、富山大学教職員のご理解とご協力のもと、この先端ライフサイエンス掲点で若手人材育成の新たな酷みに挑戦しているところですが、
このたび、先端ライフサイエンス拠点のテニュアトラック教員の研究成果等を紹介するNewsLeterを発行する運びとなりました。本学数職員
の皆様はじめ関係織関各位に、この場を借りて厚〈お礼申し上げますとともに、今後ともご理解とご支援のほどよろし〈お願いいたしますL
lU1t.fタJ".o@]
と@印刷物は、印刷局@紙へ
リザイクルでをます.
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